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防衛省・自衛隊では、不審
な衛星の監視やスペース
デブリの把握など、宇宙に
関する情報を収集・分析す
る宇宙領域把握（ＳＤＡ）の
任務を行い、宇宙空間の
安定的利用のための活動
を行っています。
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90名





自衛隊奨学生

私は、大学院で有機化学を専攻し貸費学生（現：自衛隊奨
学生）として、平成14年に入隊、その後、部隊及び研究開発
機関等の勤務を経て、現在、在オランダ日本国大使館で、
防衛駐在官として、同時に、オランダのハーグ市にある化
学兵器禁止機関(OPCW)日本常駐代表代理としての役割
を持ち、勤務しています。欧州における外交・安全保障や、
世界的な化学兵器の全面禁止及び不拡散のための活動
に貢献できることに大変やりがいを感じております。

私は、大学院で有機化学を専攻し貸費学生（現：自衛隊
奨学生）

※所属・階級は撮影当時（2020年）のものです。
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約131,300名

戦車約300両、装甲車約970両、野戦砲（各種榴弾砲）約300門、迫撃砲約1,300門、
固定翼機8機、ヘリコプター約290機、機動戦闘車約200両、水陸両用車約50両、
7個地対艦ミサイル連隊

システム通信科

航空科は、陸上自衛隊の空中を機動
する能力を唯一保有する部隊として、
ヘリコプター火力戦闘、航空偵察、隊
員の空中輸送、物資輸送、指揮連絡
など地上部隊の支援のため、広範な
役割を担います。

施設科は、各種施設器材を用い、障害物の構築・排除、
陣地の構築、道路や橋の破壊・修理・修復を行い、戦闘
部隊から、後方の補給整備部隊までのあらゆる部隊を
支援する役割を担います。
また、その技術力を能力構築支援事業として、インド太
平洋地域の国に対して技術支援等も行っていいます。

システム通信科は、部隊間の連絡に使用す
る通信機器の設置・保守や写真・映像の撮
影処理を行う役割を担います。
また、電磁波やレーダー等の電子戦の中心
となる職種であり、不正アクセス等といった
サイバー攻撃へ対処する役割も担います。

情報科は、指揮官の状況判断に必要
な資料を各種情報システムを使用し、
情報収集を行う役割を担います。
また、情報に関する専門知識、専門技
術を用いて、資料の収集・処理を行い、
各部隊の支援をする役割も担います。

普通科は地上戦闘の中心となる部隊
で、機動力、火力、近接戦闘能力を有
し、作戦で重要な役割を担います。
陸上自衛隊における基本となる職種
であり、陸上自衛隊の中で最も人員
が多い職種です。

システム通信科

機甲科は戦車部隊、偵察部隊、戦闘上陸大隊を構成
している職種です。
戦車部隊は、機動打撃力の中心であり、対戦車戦闘
の役割を担います。偵察部隊は、指揮官の耳目とな
り偵察、警戒の役割を担います。戦闘上陸大隊は、海
上機動、上陸後の機動、近接戦闘の中心部隊です。

野戦特科は、対地・対海上火力の中心となる部
隊で、大量の火力を必要な場所に集中させ、
敵艦船や部隊を制圧する役割を担います。
また、戦闘部隊等の任務遂行を妨害する敵を
制圧、撃破することで、戦闘部隊等の支援を
行う役割も担います。

高射特科は、侵攻してくる航空機を撃破する役
割を担うとともに、広範囲にわたり対空情報収
集活動を行います。
また、海上自衛隊、航空自衛隊と連携し、より遠
くの航空機、巡航ミサイル、無人機偵察機やドロ
ーンといったものを撃破する役割も担います。
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化学科は、各種化学器材を用いて、
放射線物質などで汚染された地域
の偵察や汚染された人員、装備品
の除染を行う役割を担います。

音楽科は、音楽演奏により隊員の
士気を上げることや、地域における
定期演奏会、観閲式等における音
楽演奏の役割を担います。

警務科は、自衛隊内の秩序維持の
ため、隊員の規律違反の防止や犯
罪の予防、捜査をする役割を担い
ます。
また、高官の警備や、道路の交通統
制等の役割も担います。

需品科は、戦闘部隊を支援するため、糧
食、部品、水や燃料を補給する役割を担
います。
また、野外炊具、発電機や天幕を整備し、
入浴所や洗濯所の開設・運営をすること
で部隊の活動を支える役割も担います。

武器科は、各種装備品（火器、車両、
誘導武器、弾薬）の整備、補給、運搬、
回収の役割を担います。
また、不発弾の処理等も行っています。

輸送科は、大型車両を用いて、部隊、戦車、重火
器、各種補給品の輸送とその統制をする役割を
担います。
また、海上自衛隊、航空自衛隊による輸送や民間
輸送の各種手続き、統制を実施し国内外におけ
る部隊活動の支援を実施する役割も担います。

会計科は、駐屯地に所在する部隊が必要
とする糧食や物品の調達、災害派遣や海
外での活動における現地調達に係る契
約とその支払いをする役割を担います。
また、隊員の給与計算やその支払いをす
る役割も担います。

衛生科は、病院や災害派遣、国際平
和協力活動における患者の治療、医
療施設への搬送や部隊に所属する
隊員の健康管理の役割を担います。
また、防疫や治療に必要な衛生資材
の整備、補給の役割も担います。
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護衛艦51隻、潜水艦22隻、哨戒機62機、ヘリコプター88機、機雷艦艇20隻、
哨戒艦艇6隻、輸送艦艇10隻、補助艦艇30隻

約41,800名

P-1/P-3C哨戒機、US-2救難飛行艇、
SH-60J/K艦載ヘリコプター等の搭
乗員として飛行任務を実施します。



P-1/P-3C哨戒機、US-2救難飛行艇、
SH-60J/K艦載ヘリコプター等の搭
乗員として飛行任務を実施します。



戦闘機330機、輸送機32機、空中給油機11機、早期警戒機19機、早期警戒管
制機4機、輸送ヘリコプター15機、特別輸送機2機

42,600
72
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大学・大学院等

各分野の幹部として
全国で活躍します。

自
衛
隊
奨
学
生

学校教育法に規定する大学（短期大学及び大学院を含む）、高等専門学校、専門学校又はこれらの学校に相
当する外国の学校において、理学、工学、文学（語学）又は法学を専攻している者（今後専攻しようとする者を
含む。）で卒業（修了）後ただちに自衛隊に勤務しようとする者

理学・工学専攻：筆記試験（英語、数学、物理又は化学、小論文）、口述試験、身体検査
文学・法学専攻：筆記試験（英語、国語、数学又は世界史又は日本史、小論文）、口述試験、身体検査

従事する主な業務内容

※記載の業務ほか、大学等の研究分野に応じて多様な業務に従事します。

主な業務
陸上自衛隊 装甲車両、誘導武器、サイバー攻撃対応、誘導ミサイル対処、電磁スペクトラムに関する研究開発業務
海上自衛隊 艦船、航空機、搭載電子機器、武器（電磁気に関する分野等を含む。）艦船武器、水中音響に関する研究開発業務
航空自衛隊 航空機、誘導武器、レーダー、搭載電子機器、サイバー攻撃対処、防空・弾道ミサイル対処、電磁波、宇宙領域等の運用に関する業務
陸上自衛隊 国際貢献活動等の現地における通訳・調整業務、語学教官等語学に関する知見を活用した業務
海上自衛隊 語学に関する知見を活用した業務又は艦艇、潜水艦、航空機の運用に関する業務等
航空自衛隊 語学に関する知見を活用した業務
陸上自衛隊 防衛関係法制、法制教官等の法務に関する知見を活用した業務
海上自衛隊 法務に関する知見を活用した業務又は艦艇、潜水艦、航空機の運用に関する業務等

研究開発

語学

分　野

法務

※2025年4月1日現在

航空自衛隊 法務に関する知見を活用した業務

自 衛 隊 奨 学 生 と は

自衛隊奨学生

自衛隊奨学生は、陸上・海上・航空自衛隊の装備品の研究開発や文学（語
学）・法学の分野で活躍する有能な人材を養成するため、大学等において
理学、工学、文学（語学）又は法学を専攻している者（今後専攻しようとする
者を含む。）から選考により自衛隊奨学生として採用して学資金を貸与し、
その修学を助成するものです。
卒業（修了）後は、陸上・海上・航空自衛隊の各幹部候補生学校において約
1年間、幹部自衛官としての必要な教育訓練を受けるとともに、基本的な資
質を養います。幹部候補生学校を卒業する際、本人の適性と希望を考慮し
て職種・職域が決定され幹部として全国の部隊・機関等に配属されます。将
来は、学生時代の専攻を生かした勤務の経験を積んで各分野で活躍する
エキスパートとなることが期待されます。

自 衛 隊 奨 学 生

幹部候補生、自衛隊奨学生の他にも選択肢があります。

　東日本大震災が発災した2011年、私1人では何もできない中、自衛隊が懸命の作業をし、
困難に立ち向かう様子を見て、私も自衛官になりたいと思いました。
　貸費学生（現：自衛隊奨学生）の制度を知ったのは、自衛官採用のパンフレットを探してい
るときでした。詳しく説明してもらうため自衛隊地方協力本部に足を運び、そこで多くのメリッ
トを感じたため、貸費学生（現：自衛隊奨学生）の受験を決めました。
　私は大学、大学院で応用化学を専攻し、主に炭素材料を用いた研究をしており、貸費学生
（現：自衛隊奨学生）に採用されてからは、毎月の学資金のおかげで研究活動に専念すること
ができました。また、採用が比較的早期に決まり、就職活動を早く終わらせられることも魅力
的でした。
　私は、群馬県に所在し、化学武器・生物武器・放射線等(CBRN)の脅威に対処する第12化
学防護隊の偵察小隊長として勤務しています。CBRNに対する器材は高い専門性を要します
が、学生時代に培った知識・技術を活かすことができ、充実した勤務を送っています。
　自衛隊には、皆さんの専門性を最大限に生かせる職域が必ずあります。ぜひ貸費学生（現：
自衛隊奨学生）を目指していただき、技術という側面から自衛隊を支えていきましょう。

　幼いころから飛行機が好きで、大学時代は航空工学の勉強をしていました。大学3年生の
時に漠然と就職先を考えていた中、航空祭で知り合った自衛隊地方協力本部の広報官の方
から、貸費学生（現：自衛隊奨学生）の制度を教えていただきました。
　貸費学生（現：自衛隊奨学生）は学資金を貰いながら勉強ができ、自衛官となった後も大学
で学んだ知識が活かせるという話を聞き受験することを決めました。早い段階から就職が
決まり、研究に集中し、夏には1週間かけて全国の陸・海・空自衛隊の様々な装備品及び施
設を研修できる機会もあり、充実した 大学4年生を過ごすことができました。
　貸費学生（現：自衛隊奨学生）は幹部候補生学校を卒業後、まず技術幹部以外の特技を付
与され、数年間現場を学ぶことになります。その後、技術幹部として現場で学んだ知識及び
大学で学んできた知識を発揮していくことになります。
　私は今、茨城県にある第7航空団で修理隊のエンジン小隊長として勤務しています。第7航
空団は首都圏唯一の戦闘航空団で、首都圏の防空任務に就いており、その重要な任務の一
翼を担っているという強い自負心と責任感を持ちながら、エンジン小隊を指揮しています。
　これから私は技術幹部となって自衛隊を技術の面から支えていくことになりますが、技術
幹部は国内の最先端の技術に触れる機会が多々あり、また海外出張もあり、多くの国の人と
接する機会もあると聞いているので、非常に楽しみです。みなさんが貸費学生（現：自衛隊奨
学生）となって、一緒に仕事ができる日がくることをお待ちしています。
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設を研修できる機会もあり、充実した 大学4年生を過ごすことができました。
　貸費学生（現：自衛隊奨学生）は幹部候補生学校を卒業後、まず技術幹部以外の特技を付
与され、数年間現場を学ぶことになります。その後、技術幹部として現場で学んだ知識及び
大学で学んできた知識を発揮していくことになります。
　私は今、茨城県にある第7航空団で修理隊のエンジン小隊長として勤務しています。第7航
空団は首都圏唯一の戦闘航空団で、首都圏の防空任務に就いており、その重要な任務の一
翼を担っているという強い自負心と責任感を持ちながら、エンジン小隊を指揮しています。
　これから私は技術幹部となって自衛隊を技術の面から支えていくことになりますが、技術
幹部は国内の最先端の技術に触れる機会が多々あり、また海外出張もあり、多くの国の人と
接する機会もあると聞いているので、非常に楽しみです。みなさんが貸費学生（現：自衛隊奨
学生）となって、一緒に仕事ができる日がくることをお待ちしています。



自衛隊奨学生

各分野の幹部自衛官としての仕事は十分

入隊後は専攻した分野の仕事しかできないのでしょうか？

専攻した分野以外でも活躍の機会があります

にやっていけますか？

自衛隊奨学生に合格して採用されて以降は、自衛隊への
入隊においてさらに試験等あるのでしょうか？

処長、航空自衛隊であれば整備小隊長などの指揮官の他、
各自衛隊の司令部におけるスタッフや職種・術科学校の教
官等を経験する機会があります。

学科試験は、3教科（理学・工学専攻であれば英語、数学、物
理又は化学。文学・法学専攻であれば英語、国語、数学又は
世界史又は日本史）及び小論文があり、大学教養課程修了
程度（大学2年までに学ぶ基礎的知識）となっています。

自衛隊奨学生の間（自衛隊に入隊するまで）は自衛隊の訓練
に参加することはありません。

自衛隊奨学生に採用されて以降、健康の異常などなく、入隊
時の身体検査で問題なければ、試験を受けることなく入隊す
ることができます。
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幹部候補生

採用案内
自衛隊奨学生

日
本
と
国
際
社
会
の
平
和
を
担
う
、次
の
リ
ー
ダ
ー
へ
。

〈自衛官募集X〉

2026.1


